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環境制御技術の効果を実感！  

～盛岡地域環境制御研究会  現地研修を開催～  
 

 ９月 19 日、盛岡農業改良普及センターは、「低コスト環境

制御技術」に関する理解促進を目的とした、管内の施設野菜

生産者を対象に、紫波町で現地研修会を開催し、ミニトマト

生産者ら８名が参加しました。  

 当日は、県農業普及技術課農業革新支援担当から炭酸ガス施

用 の 必 要 性 や 研 修 会 場 と な っ た 現 地 圃 場 で 導 入 さ れ て い る 小

型 炭 酸 ガ ス 発 生 機 の 特 徴 に つ い て 講 義 す る と と も に 当 普 及 セ

ン タ ー か ら 研 修 圃 場 の 取 組 概 況 や 管 内 に お け る 低 コ ス ト 環 境

制御技術の導入実績について紹介しました。  

 研修圃場を管理している農家さんからは、「環境モニタリン

グデータを見ながら、機器の設定や養水分を変更している」「夏

場に集中的に炭酸ガスを施用し、草勢維持 効果を実感している」

等とのコメントをいただきました。  

 参加者は、実際に圃場でミニトマトの旺盛な生育状況を目の

当たりにしたことで、今後の導入検討に向けた活発な意見交換

が行われました。  

 普及センターでは、栽培終了後に今作の環境及び生育・収量

のデータ分析を進めるなど、低コスト環境制御技術を活用した

収益性向上に向けて引き続き取り組んでいきます。  

 

 

 

 

 出席者はメモを取りながら話を聞き、圃場主の鈴木さんに積極的

に質問していました。  


